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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り�

　
平
成
１６
年
は
、
台
風
の
上
陸

で
自
然
災
害
が
発
生
し
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。�

　
こ
う
し
た
中
、
消
防
本
部
で

は
、
市
民
の
皆
様
の
防
災
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

１１
月
に
市
内
３
ヶ
所
で
消
防
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
今

後
の
防
災
対
策
の
参
考
と
す
る

た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。�

� 

調
査
対
象�

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者�

　
男
性
　
８０
名�

女
性
　
２７１
名�
� 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果�

○
阪
神
大
震
災
の
よ
う
な
規
模

の
地
震
が
東
温
市
で
起
こ
る

と
思
う�

　
　
　
　
　
　
男
性
　
７４
％�

　
　
　
　
　
　
女
性
　
９０
％�

○
防
災
訓
練
は
必
要
だ
と
思
う�

　
　
　
　
　
　
男
性
　
９８
％�

　
　
　
　
　
　
女
性
　
９５
％�

○
家
庭
の
中
で
地
震
を
考
え
家

具
の
固
定
を
行
っ
て
い
る�

　
　
　
　
　
　
男
性
　
２４
％�

　
　
　
　
　
　
女
性
　
１９
％�

○
大
地
震
が
起
き
た
場
合
の
準

備
に
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど

を
と
り
ま
と
め
て
い
る�

　
　
　
　
　
　
男
性
　
１０
％�

　
　
　
　
　
　
女
性
　
１９
％�

○
自
宅
に
家
庭
用
消
火
器
を
持

っ
て
い
る�

　
　
　
　
　
　
男
性
　
５１
％�

　
　
　
　
　
　
女
性
　
５２
％�

○
消
火
器
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る�

　
　
男
性
　
７３
％�

　
　
　
　
　
　
女
性
　
３８
％�

○
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
意
思
が
あ
る�

　
　
　
　
　
　
男
性
　
５６
％�

　
　
　
　
　
　
女
性
　
４３
％�

�

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
大
規
模
災
害

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
地
域

に
お
け
る
自
主
的
な
防
災
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動

が
必
要
で
す
。�

�����

水
道
使
用
料
と
下
水
道�

　（
集
落
排
水
）使
用
料
に�

つ
い
て�

　
既
に
広
報
「
と
う
お
ん
」

２
月
号
な
ど
で
も
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
水
道
使

用
料
と
下
水
道
使
用
料
（
集

落
排
水
使
用
料
を
含
む
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
１７
年

４
月
請
求
分（
平
成
１７
年
２
・

３
月
使
用
分
）か
ら
、「
上
下
水

道
使
用
料
」
と
し
て
一
体
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
次
の
事
項
が

変
更
と
な
り
ま
す
の
ご
注
意

く
だ
さ
い
。�

●「
上
下
水
道
使
用
料
」
と
し

て
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
水
道
ま
た
は
下
水
道
の

い
ず
れ
か
一
方
の
み
を
ご
使

用
の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、「
上

下
水
道
使
用
料
」
と
し
て
請

求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

●
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。�

・
納
付
書
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
：�

　
平
成
１７
年
４
月
請
求
分
か
ら

「
上
下
水
道
使
用
料
」
と
し

て
、
１
枚
の
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

・
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い

る
方
：�

　
平
成
１７
年
４
月
末
の
口
座
振

替
か
ら「
上
下
水
道
使
用
料
」

と
し
て
振
替
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
通
帳
に
は
水

道
使
用
料
と
下
水
道
使
用

料
の
合
計
金
額
の
み
が
記

帳
さ
れ
ま
す
。
水
道
使
用

料
と
下
水
道
使
用
料
の
内

訳
に
つ
い
て
は
、
検
針
票

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

●
お
問
い
合
わ
せ
先�

東
温
市
水
道
課�

水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と�

（
　
９
６
４
・
４
４
１
６
）�

東
温
市
下
水
道
課�

下
水
道
（
集
落
排
水
）
使
用

料
に
関
す
る
こ
と
　�

　（
　
９
６
４
・
４
４
１
７
）�

�

「
水
道
」の
み
使
用�

「
下
水
道
」の
み
使
用
　�

「
水
道
・
下
水
道（
集
排
を

含
む
）」い
ず
れ
も
使
用�

　
　
　
　
　�

「
上
下
水
道
使
用
料
」と
し

て
請
求
し
ま
す�

�

スポットニュース�スポットニュース�
市役所からのお知らせ�



と　き　平成17年3月6日（日）　13：30～�
ところ　中央公民館　2階　第1・第2研修室�
講　師　川内猟友会顧問　中島　菊政先生�
演　題　「ししうちの話　今・昔」�
聴講料　無　料�
　　　　（どなたでも聴講できます）�
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・平成17年3月1日（火）から3月15日（火）まで
の勤務時間中（月曜日から金曜日までの午前
8時30分から午後5時15分まで）に受付けます。�

・東温市役所　3階　総務課人事係�

・平成17年3月1日（火）から3月15日(火)まで�
・15日の消印があるものまで受付けます。�
・簡易書留等確実な方法で郵送してください。�
・送付先　�
　791－0292　東温市見奈良530番地1�
　東温市役所　総務課人事係　宛�
�

持参による�
申込み�

郵送による�
申込み�

�����

子
育
て
を
応
援
し
ま
す�

　
東
温
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
気
軽

に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な

子
育
て
支
援
を
行
う
拠
点
と
し

て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
。�

　
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

子
育
て
広
場（
月
　
回
開
催
）�

　
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど

を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し

ょ
う
。�

�

●
日
　
時�

３
月
１５
日
（火）�

９
時
３０
分
〜
１１
時�

（
受
付
９
時
〜
９
時
３０
分
）�

　
場
　
所
　
福
祉
館�

内
　
容
　
閉
会
式
、
座
談
会�

　
　
　
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー�

�
�

あ
お
ぞ
ら
広
場（
週
　
回
開
催
）�

　
地
域
の
親
子
が
集
え
る
場
所

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
親
子
で

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
、
友
達
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。�

　
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。�

�

●
金
曜
日
　
　�

時
　
間
　
９
時
〜
１１
時�

場
　
所
　�

川
内
健
康
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ�

「
こ
と
ば
の
教
室
」�

●
火
曜
日�

　
時
　
間
　
９
時
〜
１１
時�

　
場
　
所
　
福
祉
館�

�

育
児
相
談�

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
こ

と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。�

�����

平
成
　
年
度 �

臨
時
保
育
士
採
用
試
験�

　
次
の
要
領
で
臨
時
保
育
士

の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
出
く

だ
さ
い
。�

�����

●
採
用
予
定
人
員�

・
臨
時
保
育
士
　
　
若
干
名�

　
保
育
所
に
勤
務�

●
受
験
資
格�

・
臨
時
保
育
士�

平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在�

５５
歳
ま
で
で
、
保
育
士
資
格

を
有
す
る
者�

●
採
用
試
験
の
内
容�

・
日
　
　
時�

３
月
２０
日
（日）�

９
時
〜�

・
場
　
　
所�

　
東
温
市
役
所
会
議
室�

・
試
験
の
内
容�

　
作
文
・
面
接�

・
合
格
発
表�

　
３
月
下
旬�

●
採
用
期
日�

　
平
成
１７
年
４
月
１
日�

●
受
験
手
続�

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
人
事
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　�

・
履
歴
書�

　（
申
込
日
前
３
ヶ
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
）�

・
資
格
証
明
書（
保
育
士
）の
写
し
�

●
受
付
期
間�

●
問
い
合
わ
せ
先�

市
役
所
　
総
務
課
人
事
係�

（
　
９
６
４
・
４
４
０
０
）�
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六価クロム地下水モニタリング調査結果�
（１月２４日採水分）��

　牛渕地区六価クロムの地下水等モニタリング調査地点（１８箇所）
のうち、１地点の観測用井戸で環境基準値を超える値（０.０８mg／
�）が検出されました。地下水の環境基準（０.０５mg／�以下）は
年平均値で評価することになっています。また、周辺に常用的な飲
用井戸もないことから、今回の調査結果による、人の健康等への
影響を及ぼすおそれはありません。今後もモニタリングを継続し、毎
月の調査結果については、広報等で周知していきます。�

生活環境課からお知らせです�

リッ�
トル�

リッ�
トル�

�����

学
校
生
活
支
援
員
を�

募
集
し
ま
す�

　
東
温
市
教
育
委
員
会
で
は
、

障
害
等
の
あ
る
児
童
生
徒
が
、

豊
か
な
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
次
の
要
領

で
学
校
生
活
支
援
員
を
募
集
し

ま
す
。�

�

●
職
務
内
容�

障
害
を
有
す
る
児
童
生
徒
の

学
校
内
で
の
生
活
の
支
援�

●
勤
務
条
件
　
　�

・
勤
務
時
間
は
、
１
日
８
時
間

勤
務�

（
但
し
、
学
校
に
よ
っ
て
異

な
る
）�

・
週
休
日
等
は
、
土
、
日
曜
日

及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
休
日
並
び

に
年
末
年
始
の
休
日�

（
長
期
休
業
中
は
、
校
長
の

指
示
の
あ
る
日
を
除
き
休
日
）�

・
賃
金
は
、
東
温
市
臨
時
職
員

給
与
規
定
に
よ
る
。�

●
応
募
資
格�

・
東
温
市
内
に
在
住
し
、
学
校

教
育（
障
害
児
教
育
）に
理
解

が
あ
り
、
指
定
さ
れ
た
小
中

学
校
に
勤
務
で
き
る
者�

・
年
齢
６５
歳
未
満
の
者�

●
採
用
人
員�

　
若
干
名�

●
応
募
方
法�

　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）及
び
健

康
診
断
書
を
平
成
１７
年
３
月

２２
日
（火）
ま
で
に
東
温
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

※
面
接
審
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
本
人
に
通
知
し
ま
す
。�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
東
温
市
教
育
委
員
会�

　
学
校
教
育
課�

　（
　
９
６
４
・
４
４
２
０
）�

�����

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら�

国
保
に
届
け
出
を�

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
り
受
け
た
傷
病
の
治

療
費
は
、
加
害
者
が
負
担
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
届
け
出
を

す
れ
ば
国
保
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

  

た
だ
し
、
そ
の
費
用
は
加
害

者
の
代
わ
り
に
一
時
的
に
立
て

か
え
る
だ
け
で
、
国
保
が
あ
と

か
ら
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。�

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
警

察
に
届
け
出
を
す
る
と
と
も

に
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る

場
合
は
、
必
ず
市
役
所
保
険

年
金
課
へ
「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
ま

し
ょ
う
。�

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の�

・
事
故
証
明
書�

　（
後
日
で
も
結
構
で
す
）
　�

・
保
険
証   �

・
印
鑑�

�
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講 座 名�

健康体操� ４０名�

日　　　時�

毎月４回 火曜日�
午後７時３０分～�
１時間３０分程度�
場所　福祉館�

内　　　　　容�

ストレッチやチュ－ブ体
操などで健康づくりを
進めます。�
年間スポ－ツ保険料　�

１,５００円�

登山教室�
（Ａ 級）� ４０名�

年間を通じて�
（土・日・祝日）�

６回�

助け合いながら山登りを
楽しみ交流を深めます。�
年間保険料　１,５００円�
年　会　費　２,０００円�

登山教室�
（B 級）�

４０名�
年間を通じて�
（土・日・祝日）�

６回�

「山登りは初めて」という
方を対象に実施します。�
年間保険料　１,５００円�
年　会　費　２,０００円�

定員�

 平成17年度 福祉館講座�
　参加をご希望の方は、３月１５日（火）までに東温市福祉
館まで、保険料を添えてお申し込みください。詳しくは、福
祉館（　９６６－３３０６）までお問い合せください。�

※参加者は市内在住か勤務先を市内に有する方に限ります。�

参加者募
集！!

「広報と
うおん」

へのご意
見・ご要

望を�

お待ちし
ています

。�

総務課 
広報公聴

係  Tel
 964―4

400�

　　　　
　　　　

   Fax 9
64―16

09�

          
 soum＠

city.too
n.ehim

e.jp�

�



3月　不燃物収集日程表�

重
信
地
区
�

川
内
地
区
�

�����

東
温
市
の�

市
の
花
・
市
の
木
を�

募
集
し
ま
す
！�

　
東
温
市
で
は
、
新
し
く
誕
生

し
た
東
温
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ

さ
わ
し
く
、
親
し
み
や
す
い
「
市

の
花
」
と「
市
の
木
」
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
ま
す
。�

�

●
応
募
要
領�

・
応
募
で
き
る
方
は
東
温
市
に

住
所
を
有
す
る
方
に
限
り
ま

す
。�

・
応
募
は
一
人
一
点
ず
つ
と
し
、

「
市
の
花
」
と
「
市
の
木
」

を
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
選
ん

で
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。�

　（
い
ず
れ
か
一
点
の
み
で
も
可
）�

・
応
募
用
紙
は
、
官
製
は
が
き

（
私
製
は
が
き
）か
新
聞
チ
ラ

シ
添
付
の
指
定
は
が
き
と
し

ま
す
。�

・
応
募
期
間
は
３
月
２５
日
（金）

ま
で
。（
当
日
消
印
有
効
）�

　�●
選
定
方
法�

・
応
募
の
な
か
か
ら
、
「
市
の

花･

市
の
木
」
選
定
委
員
会

に
お
い
て
一
点
ず
つ
選
定
し
、

市
長
が
決
定
し
ま
す
。�

�

●
決
定
発
表�

・
合
併
記
念
式
典（
４
月
２３
日
）

に
お
い
て
公
表�

　
し
ま
す
。�

��

広報とうおん  3.1.2005

交通事故の発生状況【松山南署管内】�
　　　　　　　　　　 （２月１０日現在）�
発生件数　　 １６７　　（昨年比　＋３）�
死  者  数　　 　 ４　　（昨年比　＋３）�
傷  者  数　　 ２３０　　（昨年比　＋３４）�

地 区 �

樋 口 �
横 河 原 �
志 津 川 �
見 奈 良 �
田 窪 �
田 窪 団 地 �
牛 渕 団 地 �
下 林 �
上記以外の地区�

粗 大 ご み�蛍光灯・鏡�ペットボトル、プラスチック類 �
その他燃やさないごみ�

ペット ボト ル �
プラスチック類 �

空き缶・金属類 �
びん・ガラス類 �

１３日　２７日�

地 区 �

東谷・西谷・土谷・
滑川・奥松瀬川�
北方東・北方西・
南方東・南方西�
町東・町西・前松
瀬川・横灘団地�

その他燃やさない
ごみ・粗 大ごみ�

びん・ガラス類
蛍 光 灯・鏡 �

空き缶・金属類
廃 乾 電 池  �

 ３ 日　１４日�

 １ 日　１５日�

 ２ 日　１６日�

１４日�

１５日�

１６日�

２４日�

２５日�

２３日�

 ７ 日�

 ８ 日�

 ９ 日�

 ６ 日�  ６ 日　２０日�

２３日�  ６ 日　２０日�

１３日　２７日�

１３日　２７日�  ６ 日　２０日�

２３日�  ６ 日�

２７日�
２３日�

２０日　２３日�

 ６ 日�

２３日�  ６ 日�

 ６ 日　２０日�

 ６ 日　２０日�

※両地区とも３月２１日（月）の燃やすごみの収集は休みます。�

１３日　２７日�

総務部�
総務課 ９６４－４４００�
企画財政課 ９６４－４４０１�
税務課 ９６４－４４０３�
市民課 ９６４－４４０４�
川内支所（代表）�
 ９６６－２２２２�
保健福祉部�
社会福祉課 ９６４－４４０６�
介護福祉課 ９６４－４４１１�
健康推進課 ９６４－４４０７�
川内健康センター�
　　　　　　  ９６６－２１９１�
保険年金課 ９６４－４４０８�
生活環境課 ９６４－４４１５�
産業建設部�
産業観光課 ９６４－４４０９�
都市計画課 ９６４－４４１２�
建設課 ９６４－４４１３�
国土調査課 ９６４－４４１４�
　〃　（川内） ９６６－２１９０�
下水道課 ９６４－４４１７�
出納室 ９６４－４４０２�
公営企業局�
水道課 ９６４－４４１６�
教育委員会事務局�
学校教育課 ９６４－４４２０�
生涯学習課 ９６４－１５００�
中央公民館（代表）�
 ９６４－１５００�
川内公民館（代表）�
 ９６６－４７２１�
図書館 ９６４－３４１４�
　〃　（川内分館）�
 ９６６－４７２１�
歴史民俗資料館　　　�
 ９６４－０７０１�
重信学校給食センター�
 ９６４－２１０１�
川内学校給食センター�
 ９６６－２２０７�
農業委員会事務局�
 ９６４－４４１０�
監査事務局 ９６４－４４１９�
議会事務局 ９６４－４４２２�

市役所からのお知らせ�
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　1月22日、川内公民館で三世代交流フェステ
ィバルが開れました。子どもからお年寄りまで
の幅広い年代が参加した交流フェスティバルでは、
小学生による元気な選手宣誓のあと、誰でも簡
単に楽しめる軽スポーツやゲームなどで世代を
こえて交流を深めていました。�

　1月29・30日、セルジオ越後杯争奪戦川内サ
ッカー大会が川上小学校体育館を主会場に行わ
れました。サッカー解説者のセルジオ越後氏を
迎えた大会には、市内外から小・中学生合わせ
て22チームが参加し、フットサル競技で優勝を
争いました�

　1月17日、重信女性会議主催による「市長さんと語る会」が開催され
ました。昨年9月21日に重信町と川内町が合併して、東温市となって初
めてとなった会には、約100名が集まり、市長の県庁時代の話などに熱
心に耳を傾けていました。参加者は、「新しい町づくりについて学んだ
ことをもとに、『きらりと光る町づくり』へ、私たちも何か小さなこと
からでも出来ることがあれば実行していきたい」と感想を述べていました。�

小学生の部　優勝　川上サッカースポーツ少年団�
中学生の部　優勝　勝山中学校�

未来の日本代表を目指して�
セルジオ越後杯争奪戦川内サッカー大会�

新しいまちづくりを学ぶ！�
市長さんと語る会�

世代を超えて交流の輪�
三世代交流フェスティバル�

フォトニュース�
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　1月29日、中央公民館で東温市生活研究協議会主
催の料理実習が開かれました。講師に愛大医学部の
中国からの留学生2名を迎えた実習には、川端会長
以下30名ほどが参加し、本格的な中国料理の手ほど
きを受けました。参加者は、本場仕込みの小ろん包
や餃子､キムチなどの料理を作りながら、和気あい
あいのうちに満足の一日を過ごしました。�

　1月26日の文化財防火デーにあわせて、則之内の
三島神社と北方の医王寺で、貴重な文化財を火災か
ら守るための文化財防火訓練が行われました。ポン
プを使って放水したり、消火器で火を消したりと実
践さながらの訓練に、参加した消防団員や地域の住
民は、真剣な面持ちで取り組んでいました。�

　2月7日、本格的な高校受験のシーズンを迎え、重
信中学校と川内中学校の3年生がトンカツ給食でパ
ワーをたくわえました。これは、生徒の願いをかな
えるために10年以上前から続くげん担ぎの給食メニ
ューで8・9日の私立高校受験を目前にした生徒たち
は、おいしそうなトンカツを口いっぱいにほおばっ
ていました。�

　2月8日、愛媛県などで組織する松山地方局不法投
棄防止対策推進協議会の呼びかけで、ボランティア
の住民や市の職員など200人余りが重信川河川敷に
集合しました。参加者は、寒空のなか河原に生い茂
った雑草をかき分けながら空き缶やペットボトルな
どトラック6台分ものごみを集め、みんなの川を自
らの手できれいにしました。�

トンカツで受験を乗りきろう！�
中学校３年生トンカツ給食�

河川はみんなのもの�
重信川河川敷一斉清掃�

本場仕込みの中華料理に挑戦�
東温市生活研究協議会の料理実習�

貴重な文化財を後世に�
文化財防火訓練�

・・�
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つ
い
に
東
温
市
に
も
雪
が
降
り
ま
し
た
。
外
も
中
も
冷
え
切
っ
て
暖
房
か
ら

離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
昨
日
は
、
重
信
中
学
校
の
生
徒
と
の
雪
合
戦
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
負
け
て
し
ま
い
、
指
は
氷
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
服
も
濡
れ
て
し
ま

い
、
風
邪
を
ひ
い
て
、
結
局
い
い
こ
と
な
し
で
し
た
。
お
ま
け
に
、
道
路
が
こ

ん
な
に
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
は
知
ら
ず
、
自
転
車
で
家
に
帰
る
途
中
こ

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

　
ひ
ざ
の
怪
我
の
た
め
、
ツ
イ
ン
ド
ー
ム
で
の
空
手
や
サ
ッ
カ
ー
は
こ
こ
し
ば

ら
く
止
め
て
い
る
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
お
医
者
さ
ん
た
ち
が
、
優
し

い
看
護
師
さ
ん
に
お
茶
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
ぼ
く
も
ピ
ッ
チ

の
外
か
ら
応
援
し
て
、
お
茶
を
出
し
て
あ
げ
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
試
合
の
後
に
は
楽
し
い
ビ
ー
ル
の
時
間
を
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
い
っ
し
ょ
に

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
こ
の
怪
我
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
て
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
初

め
て
の
経
験
で
し
た
が
最
高
で

し
た
。
そ
の
日
の
終
わ
り
に
は

ジ
ャ
ン
プ
に
も
挑
戦
で
き
る
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。（
才
能
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
怪
我
な
し
で

や
っ
た
の
で
す
か
ら
。）�

　
次
に
は
こ
け
な
い
で
着
地
が

で
き
る
よ

う
に
な
り

た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　  �

Ｙ
ａ
ｑ
ｏ
ｕ
ｂ��

　
私
た
ち
ア
カ
シ
ア
の
会
は
中
国
吉
林
省
通
化
市
（
東
昌
区
人
口
46
万

人
）
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
目
的
は
「
21
世
紀
を
担
う
日
中
青
少
年
が
文
化
交
流
を
行
い
、
友
好

を
築
き
、
世
界
に
視
線
を
移
し
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
活
動
内
容
は
、
平
成
7
年
か
ら
通
化
市
東
昌
区
と
旧
重
信
町
小
中
学

生
の
美
術
作
品
（
書
・
絵
画
・
切
り
絵
）
等
の
交
流
を
行
い
、
重
信
町

は
も
と
よ
り
、
愛
媛
県
下
、
東
・
中
・
南
予
の
美
術
館
5
箇
所
で
「
中

国
の
子
ど
も
た
ち
の
書
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
更
に
一
昨
年
は
、
よ
り
相
互
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
ア
カ
シ
ア
の
会

会
員
8
名
が
通
化
市
を
訪
問
。
昨
年

は
中
国
通
化
市
東
昌
区
教
育
局
訪
問

団
一
行
8
名
（
小
学
生
4
名
を
含
む
）�

が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。�

　
国
際
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
東
温

市
の
誕
生
と
共
に
今
後
も
子
ど
も
達

と
一
緒
に
日
中
文
化
交
流
を
続
け
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。�

　
（
会
長
　
和
田
　
紀
久
恵
）�

� 

会
員
募
集�

�

男
・
女
・
賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す
。�

�

連
絡
先 

　
9
6
4
―

5
5
6
6（
和
田
）��

　
1
月
24
日
（月）
、
機
会
に
恵
ま
れ
第
二
養
護
学
校
の
公
開
授
業
参
観

に
、
女
性
会
議
か
ら
12
名
で
参
加
し
ま
し
た
。�

　
県
内
唯
一
の
病
弱
養
護
学
校
で
、
小
学
部
と
中
学
部
が
あ
り
ま
す
。

病
気
の
た
め
小
・
中
学
校
へ
通
学
で
き
な
い
児
童
生
徒
が
病
気
を
治
し

な
が
ら
学
ぶ
学
校
で
、
健
康
が
回
復
す
れ
ば
、
地
元
の
学
校
に
帰
っ
て
、

!!

ヤ
コ
ブ
先
生
の�

東
温
市
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
日
中
交
流�

日
中
交
流
ア
カ
シ
ア
の
会�

県
立
第
二
養
護
学
校
を
参
観
し
て�

重
信
女
性
会
議�
「ふれあい広場」に耳寄りな情報をお寄せください。満1歳ハッピーバースデイのコーナーで
は､4月生まれの満1歳児を募集します｡3月10日までに総務課広報公聴係（TEL964-4400 
E-mail:soum@city.toon.ehime.jp）まで写真とコメントをお寄せください｡�

SEAN:”It's very cold today”�
今日は寒いね。�
MAKOTO:”Ｙes,it was snowing yesterday”�
うん、昨日は雪だったからね。�
SEAN:”Ｗhen does the weather get warmer”？�
いつころ暖かくなるのかなぁ。�
MAKOTO:”Ｉn spring the weather is more 
sunny and warm”�
春になったらもっと日がさして暖かくなるよ。�
SEAN:”Ａh,I'm looking forward to spring (time)”�
春がまち遠いなぁ。 �
MAKOTO:”Ｍe too. Ｗe can enjoyo hanami 
(flower viewing)at spring”�
ぼくもだよ。春はお花見ができるしね。�

北吉井ドッジボール愛好会部員募集！！�
北吉井ドッジボール愛好会では新規部員を募集します。部員
の条件は、小学校に通う新３年生から新６年生で、ドッジボー
ルをしてみたい元気な男の子・女の子です。�

お問い合わせは�
吉本 TEL ０９０－２７８７－１３１４　または TEL ９６４－００９３（１９時以降）�
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第１３回全国小学生�
バドミントン選手権大会に出場しました！！ 
　去る1月4日～8日、愛知県名古屋市で第13回全国
小学生バドミントン選手権大会が行われ、四国ブロ
ック代表として川内JBC（ジュニアバドミントンクラ
ブ）から5年生ダブルスの部で 東 凌輔君・渡部 克栄
君が出場しました。二人は見事に全国5位入賞を果
たしました。この貴重な経験を生かして、今後もよ
り一層の努力・活躍をしてくれるものと期待してい
ます。�
　なお、17年度部員（スポーツ少年団バドミントン）
を募集しています。バドミントンの楽しさだけでな
く努力を重ねることで得られる充実感を一緒に感じ
てみませんか。�

■指導者　黒川　盛昭 【連絡先】TEL 089-966-2093

通
常
の
学
校
生
活
を
送
り
ま
す
。
現
在
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
子
ど

も
の
数
が
少
な
く
、
12
名
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
病
弱
で
あ
る
た
め
に
、
病
院
や
家
庭
か
ら
登
校
し
て
お
り
、
一
日
の

学
習
時
間
は
、
医
師
の
指
示
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
授
業
は
児
童
生

徒
の
病
状
や
障
害
に
よ
り
、
手
話
を
使
っ
た
り
口
を
大
き
く
開
け
て
ゆ

っ
く
り
話
す
な
ど
、
と
て
も
丁
寧
で
し
た
。
教
材
教
具
も
良
く
工
夫
さ

れ
、
根
気
強
く
待
っ
て
授
業
を
進
め
る
忍
耐
強
さ
に
、
頭
の
下
が
る
思

い
が
し
ま
し
た
。�

　
今
回
特
に
関
心
が
あ
る
試
み
と
し
て
、
「
不
登
校
の
子
ど
も
の
受
け

入
れ
を
始
め
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
転
入
に
際
し
て
、
ま
ず

図
画
工
作
、
手
芸
、
読
書
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、

教
科
学
習
等
の
中
か
ら
「
体
験
活
動
」
を
行
い
、
社
会
集
団
適
応
を
図

っ
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
い
、
「
体
験
入
学
」
「
転
入
」
と
な
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
学
校
に
入
る
と
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ

て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
小
人
数
の
た
め
、
自
分
た
ち
の
納
得
し

た
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
教
育
環
境
が
良
く
、
心
身
と
も
に
い
や
さ

れ
る
場
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。�

（
女
性
会
議
　
　
東
ト
モ
子
）��

島
内
　
美
優
ち
ゃ
ん�

み
　 

ゆ�

横
河
原�

（
3
月
8
日
生
）�

青
野
　
未
来
ち
ゃ
ん�

み   

ら
い�

則
之
内�

（
3
月
11
日
生
）�

和
田
　
範
大
く
ん�

の
り  

ひ
ろ�

志
津
川�

（
3
月
17
日
生
）�

大
谷
　
明
夢
ち
ゃ
ん�

め
い
　
む�

田
　
窪�

（
3
月
20
日
生
）�

いつまでも、笑顔絶やさず明るく元気な未来でい
てね！！　　　　　　　　　　　  　　（父・母より）�

のりのりダンスが大好き！�
お兄ちゃんと元気に大きくなぁれ。　　（父・母より）�

小さかっためいむもこんなに大きくなりました。�
すくすく元気に大きくなぁれ。　　　　　（父・母より）�

美優ちゃん1歳のお誕生日おめでとう！美優の可愛
い笑顔は癒し系だね。これからも元気で人を思いや
る優しい子に育ってネ　　　　　　 　（父・母より）�

北吉井ドッジボール愛好会部員募集！！�
北吉井ドッジボール愛好会では新規部員を募集します。部員
の条件は、小学校に通う新３年生から新６年生で、ドッジボー
ルをしてみたい元気な男の子・女の子です。�

北吉井ドッジボール愛好会部員募集！！�
北吉井ドッジボール愛好会では新規部員を募集します。部員
の条件は、小学校に通う新３年生から新６年生で、ドッジボー
ルをしてみたい元気な男の子・女の子です。�

お問い合わせは�
吉本 TEL ０９０－２７８７－１３１４　または TEL ９６４－００９３（１９時以降）�
お問い合わせは�
吉本 TEL ０９０－２７８７－１３１４　または TEL ９６４－００９３（１９時以降）�
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社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
カ
タ
チ�

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す�

　
普
段
は
社
会
人
や
学
生
で
あ

っ
て
も
、
自
衛
官
と
し
て
社
会

の
た
め
に
貢
献
で
き
る
制
度
で

す
。�

●
一
般
公
募�

18
歳
以
上
34
歳
未
満�

●
技
能
公
募�

18
歳
以
上
53
〜
55
歳
未
満（
電

気
、
建
設
、
整
備
、
情
報
処

理
な
ど
）�

●
受
付
期
間�

平
成
17
年
4
月
8
日
（金）
ま
で�

●
試
験
日�

平
成
17
年
4
月
16
日
、
17
日
、

18
日
の
い
ず
れ
か
1
日�

※
く
わ
し
い
お
問
い
合
せ
は
、

自
衛
官
募
集
相
談
員
、ま
た
は

松
山
募
集
案
内
所（
　
9
4
7
・

3
0
4
0
）ま
で�

　�■
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

�

平
成
　
年
度�

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル�

　
小
学
生
と
そ
の
親
子
を
対
象

と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク

ー
ル
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
一

般
の
方
の
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。�

●
期
　
間�

（
一
学
期
）
4
月
〜
7
月�

（
二
学
期
）
9
月
〜
12
月�

（
三
学
期
）
1
月
〜
3
月�

●
開
始
日�

　
4
月
10
日（
第
2
日
曜
日
）�

●
日
　
時
　
　�

日
曜
日�

10
時
〜
12
時�

（
夏
期
9
時
〜
11
時
）�

●
対
　
象�

小
学
生
以
上
、及
び
そ
の
親
子�

●
内
　
容�

基
本
レ
ッ
ス
ン
、
ゲ
ー
ム
を

し
よ
う
、
な
ど�

●
会
　
費
　
　
一
学
期
　
　�

　
4
0
0
0
円（
月
1
5
0
0
円
）�

　（
ラ
ケ
ッ
ト
は
お
貸
し
し
ま
す
）�

●
場
　
所�

　
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト�

　
（
西
岡
）�

●
主
　
催�

　
東
温
市
テ
ニ
ス
協
会�

●
申
込
先�

　
東
温
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

　
三
瀬
　
い
ず
み
　�

　
　
9
5
5
・
2
2
6
5(

夜
間)�
��
�����

�����
�愛

媛
病
院
健
康
講
座�

●
日
　
時�

　
3
月
23
日
（水）�

　
14
時
〜
15
時
30
分�

●
場
　
所
　
　
　
　�

　
東
温
市
横
河
原
3
6
6�

愛
媛
病
院
研
修
棟�

（
正
門
を
入
り
左
す
ぐ
）�

●
テ
ー
マ
　
　�

「
糖
尿
病
の
合
併
症
と
治
療

に
つ
い
て
」�

●
講
　
師�

　
久
保
消
化
器
科
医
長�

●
対
象
者
　
　
　�

特
別
な
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん�

●
参
加
料�

　
無
料
で
す�

●
申
込
先�

独
立
行
政
法
人�

国
立
病
院
機
構
愛
媛
病
院
　

医
事
係�

　
9
6
4
・
2
4
1
1�

（
内
線
2
1
4
）�

今年も4月（第4土曜日）から花いっぱい運動を開催する
予定ですので、皆さんご参加ください。�

中央公民館から�
～花いっぱい運動（SARA委託事業）～�

催 

し�

17

自衛官募集相談員�自衛官募集相談員�

校　区�

�

重信�

�

川内�

住　　　所�

樋 口 1 1 5 2 �

志 津 川 1 7 6 6 �

牛渕1129 -12�

松瀬川甲533-27�

南 方 1 5 8 6 - 2

電話番号�

964-6670�

964-9968�

964-4895�

966-1308�

966-2349

氏　名�

大西　　守�

久保　通夫�

森　　孝光�

佐川　敏雄�

佐伯　繁政�

おおにし　　　 まもる�

  く　ぼ　 　 みち お�

 もり　   　　たかみつ�

  さ がわ  　  とし お        �

  さいき　    しげまさ   

ふ り が な�

（任期：平成16年11月15日～平成18年11月14日）�

TO
ON

�

info
rma
tion

募 

集�

人権相談所開設予定�人権相談所開設予定�
人権相談所の開設予定をお知らせします！�
相談開設日� 会　　　場�時　間�相   談   員�

平
　
成
　
17
 
年�

平
成
18
年�

 3 月 2 日（水）�

 4 月13日（水）�

 6 月 2 日（木）�

 6 月 8 日（水）�

 8 月18日（木）�

10月12日（水）�

10月20日（木）�

12月14日（水）�

12月15日（木）�

 2 月 8 日（水）�

 2 月16日（木）�

川内公民館�

川内公民館�

東温市役所�

川内公民館�

東温市役所�

川内公民館�

東温市役所�

川内公民館�

東温市役所�

川内公民館�

東温市役所�

全　員�

全　員�

森・赤松・田中�

全　員�

橘・森・赤松�

全　員�

田中・高井・橘�

全　員�

高井・橘・赤松�

全　員�

全　員�

13：00�

�

16：00

～
�

情 
報�
情 
報�ご冥福をお祈りします�
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調
停
相
談
会
の�

開
催
に
つ
い
て�

　
松
山
調
停
協
会
で
は
、
こ
の

度
、
松
山
地
方
裁
判
所
、
松
山

家
庭
裁
判
所
の
ご
後
援
を
得
て
、

金
銭
貸
借
、
交
通
事
故
、
宅
地

建
設
、
農
地
そ
の
他
の
民
事
に

関
す
る
問
題
、
並
び
に
、
夫
婦

関
係
、
資
産
相
続
そ
の
他
家
庭

の
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
悩

ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
場
合
の
解
決
方
法

や
法
律
手
続
き
の
仕
方
等
に
つ

い
て
下
記
の
と
お
り
相
談
に
応

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。�

　
な
お
、
予
約
は
不
要
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。�

●
日
　
時�

3
月
27
日
（日）
　
　�

10
時
〜
16
時
ま
で�

●
場
　
所
　
　�

松
山
市
湊
町
5
ー

1
ー

1�

い
よ
て
つ
　
島
屋�

7
階
　
キ
ャ
ッ
ス
ル
ル
ー
ム�

●
主
　
催�

松
山
調
停
協
会�

松
山
市
一
番
町
3
丁
目
3
ー

8

松
山
地
方
裁
判
所
内�

　
9
4
1
・
4
1
5
1�

●
そ
の
他
　
　�

　
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守�

�����

世
界
気
象
デ
ー�

　
毎
年
3
月
23
日
は
、「
世
界

気

象

デ

ー
（

W
o
r
ld
 

M
e
te
o
ro
lo
g
ic
a
l 
D
a
y

）」

で
す
。�

　
気
象･

気
候･

水
が
人
間
活
動

に
与
え
る
影
響
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
過
去
10
年
の
統
計
に
よ
れ

ば
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
の
う

ち
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
気
象

あ
る
い
は
水
が
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
1
9
5
0
年
の
こ
の
日
に
気

象
事
業
の
国
際
協
力
体
制
を
整

備
強
化
す
る
目
的
で
世
界
気
象

機
関
条
約
が
発
効
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
気
象
機
関
で
は
、
毎
年

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
を
設
け

て
、気
象
知
識
の
普
及
や
国
際

的
な
気
象
業
務
へ
の�

理
解
の
促
進
に�

努
め
て
い
ま
す
。�

�

今年も4月（第4土曜日）から花いっぱい運動を開催する
予定ですので、皆さんご参加ください。�

中央公民館から�
～花いっぱい運動（SARA委託事業）～�
今年も4月（第4土曜日）から花いっぱい運動を開催する
予定ですので、皆さんご参加ください。�

中央公民館から�
～花いっぱい運動（SARA委託事業）～�

警察署の統合及び名称変更についてのお知らせ�
平成17年4月1日から次のとおり実施されます。�

詳しくは、警察本部のホームページをご覧ください。�
（http://www.police.pref.ehime.jp/）�

自衛官募集相談員�

警察署の統合�

内子署を大洲署に統合�
（旧小田町エリアを含む。）�

野村署を宇和署に統合�
（旧三瓶町エリアを含む。）�

鬼北署を宇和島署に統合�

警察署の名称変更�
三島署　→　四国中央署�
東予署　→　西 条 西 署�
久万署　→　久万高原署�
宇和署　→　西　予　署�
御荘署　→　愛　南　署�

  ひなた�

  あいる�

      しゅん�

こう  た  ろう�

     あらた�

  ここみ�

 ゆう  と�

  みづき�

 ゆう  と�

 たく  ま�

 ゆう や�

みその�

そういちろう�

 ゆうと�

けんしん�

       れん�

  はると�

お
知
ら
せ�

相 

談�

人権相談所開設予定�

 出生児 保護者 生年月日 住　所 �

 矢原　陽向 重男 １/１ 横河原�

 廣田　愛琉 直樹 １/６ 志津川�

 山岡　　舜 勲 １/１２ 見奈良�

 乗松康太郎 信也 １/１２ 野田一丁目�

 佐藤　　新 真 １/１５ 志津川�

 藤本　心海 力 １/１６ 牛　渕�

 窪田　雄斗 剛 １/１６ 野田二丁目�

 森本　望月 英雄 １/１８ 西　岡�

 近藤　結斗 弘康 １/１９ 河之内�

 岡田　拓真 喜男 １/１９ 西　岡�

 品川　悠哉 正孝 １/１９ 南　方�

 黒川　実園 貴志 １/２０ 横河原�

 篠原宗一郎 俊文 １/２１ 牛　渕�

 大内　祐斗 信一 １/２４ 田　窪�

 長岡　健心 幸治 １/２６ 牛　渕�

 永尾　　蓮 聡仁 １/２７ 野田二丁目�

 志賀　陽冬 則夫 １/３０ 志津川�

�

 氏　名 年令 死亡月日 住　所�
八塚　藤江 ９５ １/１１ 北野田�
西野キミコ ７７ １/１１ 樋　口�
越智　貞市 ８１ １/１２ 志津川�
木邨　忠富 ７４ １/１３ 下　林�
城戸　竹枝 ８７ １/１６ 牛　渕�
栗田ワカ子 ７８ １/１６ 志津川�
芝　　　勝 ７１ １/１７ 牛　渕�
戸田　稔亮 ７５ １/１８ 南　方�
　山　安男 ８０ １/１８ 北　方�
蘆田　幸子 ８１ １/１９ 南　方�
沖田　　稔 ８６ １/１９ 北　方�
河野　將三 ６９ １/２０ 志津川�
森　　彌生 ７７ １/２０ 下　林�
篠森　太郎 ９３ １/２０ 南　方�
渡部ヨシミ 　８１　 １/２２ 上　林�
菅野　チイ 　９３　 １/２２ 南　方�
宇　スミヱ ７６ １/２３ 則之内�
佐伯　文枝 ８３ １/２４ 則之内�
中矢　貞子 ９６ １/２４ 志津川�
友近フジ子 ７０ １/２６ 見奈良�
　井　公秋 ６４ １/２８ 松瀬川�
永野タカヨ ９５ １/２９ 上　村�
山内喜代子 ８６ １/２９ 田　窪�
山内　フユ ９７ １/２９ 上　林�
佐伯チヱノ ９６ １/３０ 松瀬川�
塩　　恒義 ８７ ２/３ 牛　渕�
近藤　　一 ９８ ２/４ 南　方�
宮　　　三 ６４ ２/５ 南野田�
和田　鶴義 ８１ ２/６ 滑　川�
大石　哲雄 ７２ ２/７ 松瀬川�
玉井　タミ １０２ ２/８ 志津川�
大野　茂子 ８４ ２/９ 南　方�
�

お誕生おめでとう� ご冥福をお祈りします�ご冥福をお祈りします�



平
成
16
年
度
　
読
書
感
想
文
の
紹
介�

平
成
16
年
度
　
読
書
感
想
文
の
紹
介�

�������

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！�

〜
世
界
に
飛
び
出
せ
！�

キ
ッ
ズ
広
場
　
〜�

�

世
界
　
ヶ
国
を
訪
れ
た
講

師
た
ち
が
、
英
語
や
国
際

マ
ナ
ー
を
わ
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す �

●
日
　
時
�

3
月
5
日
・
12
日
（土）
�

●
場
　
所�

中
央
公
民
館
　
2
階�

第
1
・
2
研
修
室
他�

●
受
講
料�

教
材
費（
2
，5
0
0
円
程
度
）

材
料
費
等
一
部
自
己
負
担�

●
受
講
資
格�

市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童�

�
�

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！�

〜
お
り
が
み
教
室
〜�

�

み
ん
な
と
一
緒
に
動
物
や

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等

を｢

折
り
紙｣

で
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？�

●
日
　
時�

3
月
19
日
（土）�

9
時
30
分
〜
12
時�

●
場
　
所�

　
歴
史
民
俗
資
料
館�

　（
図
書
館
3
階
）�

●
受
講
資
格�

市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童

（
親
子
で
の
参
加
も
可
）�

※
毎
月
1
回
開
催�

�
�

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！�

〜
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
〜�

�

み
ん
な
と
一
緒
に
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
、
カ
ー
ド
等

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ �

●
日
　
時�

3
月
12
日
・
26
日
（土）�

午
前
の
部
　
9
時
〜
12
時�

午
後
の
部
　
13
時
〜�16

時
30
分�

●
場
　
所�

中
央
公
民
館�

2
階
青
年
室�

●
募
集
人
数�

　
各
10
名�

●
受
講
資
格
　�

市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童�
���

わ
ん
ぱ
く
教
室
（
川
内
地
区
）�

3
月
29
日
（火）�

「
市
外
研
修
・
閉
講
式
」�

�
�
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東
温
市�

生
涯
楽
集
（
が
く
し
ゅ
う
）�

い
き
い
き
人
材
バ
ン
ク
へ
の�

登
録
を
募
集
し
ま
す�

東
温
市
生
涯
学
習�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク�

へ
の
登
録
を
募
集
し
ま
す�

●休館日 ３／３～１４・２０・２１・２８�
●移動図書館車�
　（北吉井幼稚園）�
　３月１日・１５日（火） �
　（重信幼稚園）�
　３月２日・１６日（水）    �
　（上林小学校）�
　３月３日・１７日（木）    �
　（拝志小学校）�
　３月１８日（金） �
　（山之内・樋口・横河原）�
　３月２２日（火）�
　（志津川・八反地・西岡・田窪・牛渕）�
　３月２３日（水）�
　（上樋・播磨台・野田・新村・北野田）�
　３月２４日（木）�
　（上村・下林・上林）�
　３月２５日（金） �

●読書会「源氏物語」 ３月２日・１６日（水） １３：３０～ 中央公民館    �
●おはなし会　３月２６日（土） １１：００～ �
●ちびちびちゃんのおはなし会　３月２４日（木） １１：００～�
●ちびたちびこのおはなし会　３月１７日（木） １０：００～�
●廃棄図書交換市　３月２７（日） ９：００～１６：３０�
※川内分館の休館日  ３/２０・２１・３１�

図書館の行事をお知らせします！�

だ
っ
こ
の
し
ゅ
く
だ
い
い
い
な
 

渡
部
　
紘
平
 
北
吉
井
小
1
年
�

こ
だ
ぬ
き
く
ん
へ
 

中
野
　
光
莉
 
北
吉
井
小
1
年
�

く
も
の
す
お
や
ぶ
ん
と
り
も
の
ち
ょ
う
 
橋
本
　
瑞
木
 
北
吉
井
小
2
年
�

「
そ
ら
と
ぶ
パ
ン
」を
読
ん
で
 

橋
本
優
里
絵
 
北
吉
井
小
2
年
�

こ
う
か
ん
日
記
で
ま
ほ
う
を
か
け
て
 

田
頭
　
愛
莉
 
北
吉
井
小
3
年
�

ち
び
ね
こ
グ
ル
の
ぼ
う
け
ん
 

谷
野
宮
真
円
 
北
吉
井
小
4
年
�

「
松
井
秀
喜
メ
ジ
ャ
ー
に
か
が
や
く
55
番
」を
読
ん
で
 
武
智
　
悠
平
 
北
吉
井
小
4
年
�

名
探
偵
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ「
ボ
ス
コ
ム
谷
の
な
ぞ
」を
読
ん
で

 
森
　
　
直
樹
 
北
吉
井
小
5
年
�

「
二
分
間
の
冒
険
」 

森
岡
ひ
か
り
 
北
吉
井
小
6
年
�

「
う
み
の
そ
こ
の
で
ん
わ
し
き
ょ
く
」を
よ
ん
で
 
三
浦
　
雅
司
 
南
吉
井
小
1
年
�

「
き
つ
ね
の
か
み
さ
ま
」を
よ
ん
で
 

一
色
　
涼
平
 
南
吉
井
小
1
年
�

き
れ
い
な
川
で
お
よ
い
で
ね
 

山
川
　
夏
実
 
南
吉
井
小
1
年
�

ぼ
く
も
、た
ぬ
き
づ
か
い
 

森
田
　
唯
斗
 
南
吉
井
小
2
年
�

「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
ま
も
る
三
か
く
の
小
ば
た
」を
読
ん
で
 
福
積
　
菜
生
 
南
吉
井
小
2
年
�

な
が
い
な
が
い
ペ
ン
ギ
ン
の
話
を
読
ん
で
 
山
内
　
美
佳
 
南
吉
井
小
3
年
�

「
ト
ム
＝
ソ
ー
ヤ
の
ぼ
う
け
ん
」を
読
ん
で
 
富
岡
　
　
萌
 
南
吉
井
小
3
年
�

「
自
然
を
守
り
た
い
」 

戒
能
　
　
大
 
南
吉
井
小
4
年
�

あ
す
か
、が
ん
ば
れ
 

山
内
　
将
人
 
南
吉
井
小
5
年
�

あ
き
ら
め
な
い
吾
一
 

佐
伯
知
奈
実
 
南
吉
井
小
6
年
�

「
ぼ
く
は
き
み
の
ミ
ス
タ
ー
」を
読
ん
で
 
茅
原
　
友
実
 
南
吉
井
小
6
年
�

「
お
か
あ
さ
ん
を
た
す
け
る
天
の
水
」 

池
田
あ
す
か
 
拝
志
小
　
2
年
�

「
が
ま
ん
強
い
家
康
」 

高
須
賀
雅
也
 
拝
志
小
　
5
年
�

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
よ
ん
で
 

佐
伯
　
亮
斗
 
上
林
小
　
1
年
�

努
力
の
大
切
さ
 

森
　
　
隆
浩
 
上
林
小
　
5
年
�

「
エ
ド
ウ
ィ
ナ
か
ら
の
手
紙
」を
読
ん
で
 

菊
池
　
恵
夢
 
重
信
中
　
1
年
�

「
笑
っ
て
る
お
母
さ
ん
が
好
き
」 

黒
河
　
　
拓
 
重
信
中
　
1
年
�

「
エ
ド
ウ
ィ
ナ
か
ら
の
手
紙
」 

渡
　
智
帆
未
 
重
信
中
　
1
年
�

「
世
界
の
中
心
で
愛
を
さ
け
ぶ
」を
読
ん
で
 
越
智
由
美
子
 
重
信
中
　
2
年
�

「
世
界
の
中
心
で
愛
を
さ
け
ぶ
」を
読
ん
で
 
本
田
　
望
実
 
重
信
中
　
2
年
�

母
と
子
の
絆
 

市
川
　
　
望
 
重
信
中
　
2
年
�

生
き
る
苦
し
み
を
背
負
い
な
が
ら
“こ
こ
ろ
“を
読
ん
で
 
渡
部
　
　
舞
 
重
信
中
　
2
年
�

「
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
」を
読
ん
で
 

河
本
　
由
香
 
重
信
中
　
3
年
�

楽
し
い
生
き
方
 

野
中
　
佑
樹
 
重
信
中
　
3
年
�

「
ベ
ル
ナ
の
し
っ
ぽ
」を
読
ん
で
 

梅
川
　
紀
恵
 
重
信
中
　
3
年
�

佳
作（
重
信
地
区
）�

しげのぶＳースノーボード少年団�

学
び
の
扉�



　
生
涯
学
習
課
で
は
、
平
成
17

年
度
か
ら「
地
域
は
地
域
の
人

が
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
内
在

住
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
に
よ
り

講
師
や
指
導
者
と
し
て
活
動
で

き
る
人
を
募
集
し
、
「
人
材
バ

ン
ク
」
に
登
録
を
行
い
、
市
内

の
公
民
館
（
分
館
）
や
学
校
・

町
内
会
・
サ
ー
ク
ル
・
職
場
等

か
ら
の
依
頼
に
対
し
、
情
報
提

供
を
す
る
「
東
温
市
生
涯„
楽
集
“

い
き
い
き
人
材
バ
ン
ク
！
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
�

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
…
、
ど
ん

な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
特
技
を
、
東
温

市
の
ま
ち
（
ひ
と
）
づ
く
り
に

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

 
募
集
要
領
等
詳
細
は
、
東
温

市
中
央
公
民
館
内
、
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
係
（
　
9
6
4
・

1
5
0
0
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
�

さ
い
。
�

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
市
教
育
委
員
会
等
が

主
催
す
る
各
種
講
座
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
の
運
営
等
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
�

　
市
内
在
住
の
方
で
、
生
涯

学
習
課
の
事
業
に
関
心
・
興

味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
た
い
方
は
、
東
温

市
中
央
公
民
館
内
、
生
涯
学
習

課
中
央
公
民
館
係（
　
9
6
4
・

1
5
0
0
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
�

��
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募
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ま
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市
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ボ
ラ
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テ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
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バ
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へ
の
登
録
を
募
集
し
ま
す

へ
の
登
録
を
募
集
し
ま
す�

東
温
市�

生
涯
楽
集
（
が
く
し
ゅ
う
）�

い
き
い
き
人
材
バ
ン
ク
へ
の�

登
録
を
募
集
し
ま
す�

東
温
市
生
涯
学
習�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク�

へ
の
登
録
を
募
集
し
ま
す�

「
冷
静
と
情
熱
の
あ
い
だ
Ｂ
Ｉ
Ｕ
」を
読
ん
で
 
上
田
　
奈
緒
 
重
信
中
　
3
年
�

「
種
ま
く
子
供
た
ち
」を
読
ん
で
 

遠
藤
　
美
咲
 
東
温
高
　
1
年
�

旅
行
ー
寺
山
修
司
詩
集
ー
 

家
久
ゆ
り
の
 
東
温
高
　
1
年
�

「
ビ
タ
ミ
ン
」を
読
ん
で
 

永
井
　
　
優
 
東
温
高
　
2
年
�

「
博
士
の
愛
し
た
数
式
」を
読
ん
で
 

脇
坂
恵
利
子
 
東
温
高
　
3
年
�

ア
イ
ス
を
か
え
て
よ
か
っ
た
ね
 

森
　
　
浩
明
 
川
上
小
　
2
年
�

よ
み
が
え
れ
、え
り
も
の
森
 

和
田
　
彩
香
 
川
上
小
　
4
年
�

「
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
」を
読
ん
で
 

小
島
綾
太
郎
 
川
上
小
　
4
年
�

目
の
見
え
な
い
犬
ダ
ン
 

小
倉
　
朋
恵
 
川
上
小
　
1
年
�

「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」を
よ
ん
で
 

森
山
　
知
愛
 
東
谷
小
　
1
年
�

お
米
作
り
っ
て
楽
し
い
よ
!!
 

高
須
賀
優
菜
 
東
谷
小
　
5
年
�

ア
ポ
ロ
っ
て
ほ
ん
と
う
に
月
に
行
っ
た
の
?
 
中
井
　
萌
香
 
川
内
中
　
2
年
�

種
ま
く
子
供
た
ち
 

名
越
　
有
希
 
川
内
中
　
2
年
�

泥
の
花
 

高
須
賀
和
恵
 
　
一
　
　
般
�

佳
作（
川
内
地
区
）�

し
ゅ
く
だ
い
 

大
野
　
拓
人
 
川
上
小
　
1
年
�

お
ば
け
ま
ほ
う
に
か
か
る
 

中
井
　
泰
成
 
川
上
小
　
2
年
�

ス
ス
メ
お
に
ぎ
り
コ
ロ
コ
ロ
 

相
原
　
　
恵
 
川
上
小
　
2
年
�

チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
 

仙
波
　
睦
実
 
川
上
小
　
3
年
�

「
だ
い
す
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」を
読
ん
で
 
菅
野
　
　
巧
 
川
上
小
　
3
年
�

進
化
す
る
天
才
の
軌
跡
 

菊
地
　
龍
馬
 
川
上
小
　
5
年
�

目
の
見
え
な
い
犬
ダ
ン
 

渡
部
加
奈
絵
 
川
上
小
　
5
年
�

救
出
日
本
・
ト
ル
コ
友
情
の
ド
ラ
マ
 

渡
部
　
薫
海
 
川
上
小
　
5
年
�

「
ア
ミ
が
来
た
」を
読
ん
で
 

黒
川
　
愛
奈
 
川
上
小
　
6
年
�

も
ぐ
く
ん
へ
 

山
之
内
里
奈
 
西
谷
小
　
1
年
�

北
極
の
ム
ー
シ
カ
ミ
ー
シ
カ
 

笹
部
　
隆
人
 
西
谷
小
　
3
年
�

津
波
も
の
が
た
り
 

富
久
　
　
光
 
西
谷
小
　
4
年
�

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
 

近
藤
　
直
生
 
西
谷
小
　
5
年
�

わ
た
し
の
い
も
う
と
 

一
色
り
ん
ご
 
東
谷
小
　
2
年
�

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
が
生
き
て
い
る
 

近
藤
明
日
香
 
東
谷
小
　
3
年
�

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
 

仙
波
ま
り
菜
 
川
内
中
　
1
年
�

エ
ド
ウ
ィ
ナ
か
ら
の
手
紙
 

柿
原
　
文
耶
 
川
内
中
　
3
年
�

海
と
毒
薬
 

片
山
　
沙
織
 
川
内
中
　
3
年
�

燃
え
よ
剣
 

戸
井
　
純
子
 
　
一
　
　
般
�

参
加
賞（
川
内
地
区
）�

　昨年５月に発足しました「しげのぶスノーボード少年団」
です！小学生から中学生までの団員を募集しますので、
皆さんも参加してみませんか？ 初心者大歓迎です！�
【募集団員数】�
　ＪⅠクラス（中学校１～３年生）  １０名程度�
　ＪⅡクラス（小学校４～６年生）  １０名程度�
※各クラスとも定員になり次第、募集を打ち切らせてい
ただきます。�

※本団は、スポーツクラブでありません。保護者の方も、
団活動のサポーターとして団員・指導者と一緒に活動
していくことになります。�

【対象児童・生徒】�
　重信中学校区内に在住の児童・生徒�
【練習日時】�
  毎週火曜日 午後６時３０分～８時３０分（予定）�
【入団金及び団費】�
　入団金（Ｊ１～Ｊ２）  １,０００円�
　団　費（Ｊ１～Ｊ２）  ５,０００円（月額）�
【問い合わせ先】�
　生涯学習課 社会教育係（TEL ９６４－１５００）�

しげのぶＳースノーボード少年団�しげのぶＳースノーボード少年団�



～予防接種について～�
　今回はどういう予防接種をどういう時期に受
けていったらいいかというお話です。子どもさ
んが生まれてからまず最初に受けた方がいいワ
クチンはＢＣＧワクチンです。結核は乳幼児期
にかかりますと成人がかかる肺結核と違って全
身性の病変を引き起こし、死亡したり重篤な後
遺症を残す疾患です。ＢＣＧワクチンの効果は
成人型の肺結核を予防することがあまり期待で
きないために小学生や中学生のワクチン接種は
数年前に中止になりましたが、乳幼児期の全身
結核の予防のために是非受けるべきワクチンで
すので、生後３ヶ月過ぎたら早く受けましょう。
平成17年4月からＢＣＧワクチンを受けるべき
子どもさんの年齢が変わります。平成17年3月
31日までは年齢が4歳未満の子どもさんに対し
てツ反を行って陰性の子どもさんに対してＢＣ
Ｇワクチンを接種していましたが、平成17年4
月1日よりは生後6ヵ月未満の子どもさんにツ反
をせずにそのまま接種を行うという方法に変更
になります。生後6ヵ月を過ぎてもまだＢＣＧ
を未接種の子どもさんがおられたら3月31日ま
でに受けておいて下さい。�
　その次に3種混合ワクチン1期の3回の接種を
乳児期に済ませましょう。3種混合ワクチンとは、
百日咳、破傷風、ジフテリアを予防するための
ワクチンですが、乳児期に百日咳にかかると激
しい咳のために呼吸困難や脳症などの合併症が
起こりますので、その予防のために乳児期早期
に受ける方がいいワクチンです。その次は1歳
のお誕生日過ぎたらすぐ麻疹ワクチンを受ける
方が良いでしょう。その他のワクチンですが、
ポリオワクチンは大体春と秋に接種することが
一般的な方法です。東温市の場合は集団接種で
行われていて回数が限られ、受ける機会を逃が
すと半年後ということになりご心配かもしれま
せんが、ここ数年日本ではほとんど野生株によ
るポリオの発症はありません。一回とばしたか
らといって問題になることはありませんので、
体調が良い時期に受けたので良いと考えて下さい。
妊娠中のお母さんが風疹にかかったために、生
まれてきた子どもさんが先天性風疹症候群に罹
患していたという報告例が最近増えています。
できるだけ風疹にかからな
いように風疹ワクチンは必
ず受ける方が良いでしょう。
また子どもさんを産もうと
考えられている女性でワク
チンを受けていない人は必
ず受ける方が良いでしょう。�
�

小児科医師　石川　純一�

広報とうおん  3.1.2005

回�

1

実施日�

3月10日�
（木）�

ワークショップ�
『気持ちや体のリラクゼーション』�
　～アロマを使って～�
調理実習（バランスのとれた食事）�
�

愛媛県生涯�
学習推進講師�
熊本　園子�

2 3月17日�（木）�

お話�
『女性のからだと病気（1）』�
　～骨粗鬆症について～�
調理実習（骨を強くする食事）�

愛媛十全医療
学院附属病院�
光長 栄治 医師�

3 3月24日�（木）�

運動、体組成測定�
『運動不足を解消する』�
　～簡単エアロビ、ストレッチ体操など～ �
調理実習（脂肪を控えた食事）�

エアロビ�
インストラクター�
井門　恵理子�

4 3月31日�（木）�

お話�
『女性のからだと病気（2）』�
　～子宮・乳房の病気について～�
調理実習（バランスのとれた食事）�

愛媛大学医学部
産婦人科�

岡本 温美 医師�

テ ー マ� 講　師�

　結核予防法が改正され、ＢＣＧ予防接種の対象が変更
になります。生後3か月～4歳未満でまだＢＣＧ予防接種
を受けていない方は、平成17年3月31日までのできる
だけ早い時期に接種を受けましょう。�
�

《対象》　4歳未満�
《方法》　ツベルクリン反応→陰性の場合ＢＣＧ接種�

ツベルクリン反応検査・BCG予防接種は�
　　　　　　　　　　　　お済みですか？�

若い時期から、自分の心や体について、健康について意識
をもつことは大切です。子育て中の方も、託児サービスを
しますので、お気軽にご参加ください。�
対　象　18歳～39歳の女性（定員24名）�
時　間　午前9時30分～12時30分�
場　所　川内健康センター�
申込み　3月4日までに、保健師までお申し込みください。�

若い女性の健康講座�

平成17年3月31日まで�

《対象》　6か月未満�
《方法》　ツベルクリン反応検査をせず、直接ＢＣＧ接種�

平成17年4月1日から�



母子保健事業�
乳幼児健診・相談・教室�

老成人保健事業�

健康相談・栄養相談�
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事　業　名� 内　　　容�

乳児相談�

実 施 日�

毎週水曜日�

対 象 児 �

乳幼児�

時 　 間 �

9時～12時�

場 　 　 所 �

川内健康センター�

血圧測定、尿検査を行っています。健康に関することは
お気軽にご相談ください。�
・毎週水曜日　9時～12時�
　川内健康センター　1階　運動指導室�
・3月11日・18日・25日（金）　9時～14時�
　市役所・市中央公民館（予約制）�

原因はわからないけどしんどい、人間関係がうまくいか
ないなど、心や体に関する相談。また介護に関する相談。�
日　時　3月11日（金）　14時～16時�
　　　　真 光 園　大久保　　彦　医師�
　　　　3月16日（水）　10時～12時�
　　　　久米病院　大上　まどか　医師　　�
場　所　川内健康センター・市役所及び家庭訪問　�
内　容　精神科医師を交えた相談（予約制）�

中央公民館�

中央公民館�
�

中央公民館�

中央公民館�

南吉井保育所�

受付：�
13時～�
14時30分�

9時30分～�
11時�

受付：�
9時45分～�
相談：�
10時～�
11時30分�

受付：�
9時45分～�
相談：�
10時～�
11時30分�

平成16年5月生�

平成14年�
11･12月生�

幼児と保護者�

平成16年10月生�
（旧重信町の方）�
平成16年11月生�
（旧川内町の方）�

3月8日
（火）�

3月8日
（火）�

3月9日
（水）�

3月�
11日・18日�
（金）�
3月�

4日・25日�
（金）�

4か月�
健康診査�

10か月�
乳児相談�

2歳児�
生活学級�

くまさん�
教室�

ピカピカ�
くらぶ�

身体計測・育児相談�
栄養相談�

赤ちゃんの健康の確認と�
相談�
応急処置の方法について�

はみがきや離乳食のポイ
ント�
あそびや関わり方等につ
いての相談�
絵本の読み聞かせ�
応急処置の方法について�
保護者同志の交流�

はみがき体験学習とむし
ば予防のための相談、集
団あそび�
保護者同士の交流�

中央公民館�
受付：�
13時～�
14時30分�

平成15年8・9月生� 3月22日（火）�
1歳6か月�
健康診査�

幼児の健康と相談�

子どもの運動やことばの
発達、あそび方や関わり
方等の相談�
（事前に保健師までご連絡
ください。）�

育
児
相
談
教
室�

こころの健康相談�

いきいき健康講座�
講　演　「結核・肺がんについて�
　　　　　　～4月から検診の方法がかわります～」�
日　時　3月25日（金）　13時30分～15時�
場　所　川内健康センター　�
講　師　愛媛県総合保健協会　藤本  弘一郎  医師�
※結核予防法の一部改正により…�
　結核検診（定期検診）は、16歳以上を対象としていまし
たが、法改正により65歳以上を対象とした検診になります。
また市町村の保健衛生施策や発見率で、対象を限定する
ことになりました。�
　当市の状況をみると、結核検診か
らの結核発見者数が、10年間に1人
であることや、ホームレス等ハイリス
ク者もいないことから、結核検診は
実施せず、胸部検診として40歳以上
の者への肺がん検診のみ実施します。�

健康�健康�


